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１．研究目的 

都市および山岳地形が地域気候・気象に及ぼす影響を、高解像度数値シミュレーション

および大規模アンサンブル実験により定量的に明らかにすることを目的とした。特に、大

阪およびホーチミンを対象として、大都市が周囲の山岳地形や海洋と相互作用することで

生じる局地気象（高温、強風、降水特性の変化）に着目し、Weather Research and 

Forecasting（WRF）モデルを用いた数値実験を実施した。これらの解析を通じて、都市

化および地形効果が地域気候に及ぼす力学的・熱力学的影響を解明し、将来の都市計画、

防災対策、ならびに気候変動適応策に資する知見の創出を目指した。 

 

 

２．研究成果の内容 

本年度は、Pegasus、Miyabi-G、Miyabi-C を用いて、高解像度領域気候シミュレーシ

ョンおよび大規模アンサンブル実験を実施した。WRF モデルを用い、大阪都市圏におけ

る都市化が対流性降水に及ぼす影響を、対流性降水の発生が見込まれる 320事例について

評価した。実土地利用を用いたコントロール実験（CTRL）と、都市域を広葉樹林に置き

換えた都市なし実験（NOURB）を比較した結果、モデルは対流性降水の空間分布を良好

に再現し、相関係数は 0.83となった。都市化により都市域の降水量は平均で 14.6%増加す

る一方、周辺山岳域では降水量の減少が確認され、一部の降水変化は 1%水準で統計的に

有意であった。都市域における降水増加は、都市化に伴う顕熱フラックスの増大による混

合層高度の上昇に加え、海風循環の変化に起因する水蒸気フラックスの水平収束の強化に

よって説明される。 

さらに、富士山周辺で発生する特徴的な雲や、新潟県で発生する局地的な強風について

も、詳細な地形を解像可能な高解像度数値シミュレーションを実施し、それらの発生メカ

ニズムを明らかにした。 
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図 1 夏季の夜間の雲頻度の差分 (都市あり

−都市なし) 

図 2 都市あり(左)と都市なし(右)実験の土

地利用図 

 

 

３．学際共同利用プログラムが果たした役割と意義 

本研究では、kmスケールの高解像度計算を多数のアンサンブルメンバーで実施する必

要があり、大規模 HPC資源の利用が不可欠であった。学際共同利用プログラムにより、

Pegasusおよび Miyabi システムを効率的に活用できたことで、計算負荷の高い研究課題

に対して定量的かつ体系的な検証が可能となった。 

 

 

４．今後の展望 

今後は、本年度得られたアンサンブルデータを用いて、都市化や地形効果が極端現象（猛

暑、集中豪雨）に及ぼす影響について、気候変動シナリオ下での将来予測実験を実施する。

さらには、他都市・他地域への適用を通じて、研究成果の一般化を図る。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

当初配分 移行* 一般利用による追加 

Pegasus ○ 17600   

Miyabi-G ○ 49500    

Miyabi-C ○ 7040   

 ※配分リソースについてはノード時間積をご記入ください。 

＊バジェット移行を行った場合、「+2000」「-1000」のように記入 

 


